
平成23年11月15日

栗田アルミ工業株式会社

「人財育成への道しるべ」
自立と自律の支援に向けて



会社概要

 創立 ：１９５７年５月（創業 昭和２６年２月）

 資本金 ：5０００万円

 生産品目 ：アルミ鋳造自動車部品

売上高 ：33億円（年間）

 従業員数 ：195名(内障碍者8名・短時間38名)

 工場内容 ：ダイカスト鋳造部門

グラビティ鋳造部門

機械加工部門

会社概要
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企業理念

地球環境を守り、当社及び当社に

携わる企業の繁栄とそこに働く社員家
族の幸せを願い魅力ある企業をめざす。

品質方針

品質第一に考え、お客様に

信頼される品質を追及する。



◆ 社員は財産（人材を人財にしたい）

◆財務リストラはするが人材整理は絶対しない

◆６Ｓの徹底

◆継続的収益確保（黒字決算確保）

◆技術力向上

◆不良低減

◆企業理念の浸透

社長の想い



社長の想い

①社員は財産（人材を人
財にしたい）

②財務リストラはするが
人材整理は絶対しない



各職場の生産方式

●ダイカスト鋳造職場

大型設備の自働化

●グラビティ鋳造職場

一貫生産

●機械加工職場

一個流し生産



製造第一課 ダイカスト鋳造職場



製造第二課 グラビティ鋳造職場



製造第三課 機械加工職場



人財育成方針

人財育成方針

常に変化する「顧客ニーズ」・「競争環境」・

「社会環境」に対し、「変化」が激しく、絶対的解決

策がない中で、当社のビジネス成功と経営理念の

達成に向けて『変化』に対応することができる人材

を、スピードつけ育てることが必要不可欠である。



求める人材像

求める人材像

当社創業以来『元気』・『やる気』・『根気』を社是

とし、第１に「明るく元気であること」、第２に「自分

の意見が言えること」、第３に「向上心、積極性が

あること」、つまり、「まず、『元気』であること、

そして旺盛な向上心、探究心を継続して持ち続け、

生かすことができる人」、これが当社の求める

人材像である。



★ 自立と自律がキーワード

＊他の経済的･精神的支配を受けず自分の力
で物事をやって行くこと。

＊従い、わがままを押えること。自分の力で
決めた規則に従うこと。
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教育体系図 2 / 2
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キャリア開発基本方針１

●教育の目的

すべての社員の自立と自律を支援し、「経営

理念」・「社長の想い」を達成のために、

資することを目的とする。



キャリア開発基本方針２

●教育の機会

すべての社員は、就業規則第６２条「教育研修」、

同６４条「自己啓発」により教育を受ける機会を

有しており、自らが業務上の知識、能力、技能

を高めるために担当部署の上司は、その機会

を与える措置を積極的に講じるものとする。



キャリア開発基本方針３

●教育の方法

社員の教育は、職務能力評価シートに基づいて、

担当部署の上司はその評価シートに基づき、

本人と上司との納得・理解に努めキャリア開発を

推進する。



教育の種類と評価

社員の教育は、外部ОＪＴ・内部ＯＪＴによるもの
とし、その評価は、資格取得・職務能力評価シート

各課の個人別教育訓練一覧表・総合評価・賞与

査定などで判定する。



教育の種類と評価内容

①知識・技能の教育

（ア）管理監督に関する知識および技能

（イ）担当業務に関する知識および技能

（ウ）職責に関する知識

②態度教育

（ア）職場士気高揚に関する教育

（イ）しつけ教育

③前各号のほか会社が必要と認めた教育





目 的

●第 １ 条

１、この規則は、会社の企業理念（経営理念）を実現する

ために、会社で働く従業員のみなさんに守ってもらわ

なければならない服務規律と、労働条件その他の就

業について定めたものです。

２、この規則の他は、労働基準法その他の法令の定めに

よります。



規則は守るものである

●第 ４ 条

会社は、会社と従業員のお互いの信頼の上に、従業員
の労働条件を良くするためにも、企業理念の実現や会
社の発展に努力し、従業員の人格、人間性を尊重し、
この規則を守ります。

従業員のみなさんも、会社とのお互いの信頼と協力

によって、会社発展と労働条件を良くするために、

会社や上司の指示にしたがうとともに、この規則を

守らなければならない。



定 年

●第 ５４ 条

１、従業員の定年は６０歳の誕生日とし、その翌日に

従業員としての身分を失い定年退職とする。

２、前項の規定に係らず、定年に達しない者でも満５５歳

を経過し、且つ勤続年数２０年以上経過した者は、

本人の意思で円満退職とする。

３、定年到達者（定年日の翌日より）については、継続勤

務を希望する者は全員、別途定める、「再雇用規定」

を熟知、熟慮のうえ自己責任において定年を自ら決

め、７０歳まで再雇用契約を結ぶことができる。

４、前項による労働条件は、別に定める「再雇用規定」

による。



教育研修

●第 ６２ 条

１、会社は従業員に対し、業務に必要な知識及び能力を高め、

技能を習得させるために必要な教育を行う。

従業員は積極的にこれに参加しなければならず、正当な

理由なく拒否することはできない。

２、教育研修のプログラム及び実施方法については別に

定める。

３、社外セミナー・資格取得など受講の為の時間は、原則

として労働時間の扱いとし通常の賃金を支給する。

４、前項の受講費用は、原則として全額会社負担とするが、

その都度会社は受講者本人に所属上司を通じ通知、

指示する。



自己啓発

●第 ６４ 条

１、従業員は、業務上の知識、能力、技術を高めるために

積極的に自己啓発に努めなければならない。

２、社外の教育研修・資格取得または通信教育などで、従業

員が必要と認めた場合は、所属長に対して受講申請を

行い、承認されたときは受講することができる。



ダイカスト鋳造教育の様子



社 内 勉 強 会 の 様 子

・ダイカスト勉強会

・自動車についての勉強会

・３次元ＣＡＤの勉強会

・シスアド資格取得勉強会



通信教育・セミナー受講一覧

・TPMからくり改善くふう展 ・Excel2002マスターコース

・ダイカストマシンスクール ・生産管理シリーズ

・ＪＩＴ５Ｓセミナー ・今日からはじめる

・これでわかる年金１００ パソコン･インターネット

・介護の話 ・これでわかるＥｘｃｅｌ

・自動車の構造と製造

・ＮＣ工作機械入門

・金型加工技術

・こんな漢字あんな漢字

・初級ｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｰ



ＯＪＴ(On the Job Training)の様子

若い作業者への

砂型鋳造技術の伝承

熟練作業者による

汎用フライスの教育



栗田アルミ工業 株式会社 基準日 平成 年 月 日

職務能力評価シート

このシートはあくまでも自己分析であり人事
考課に

部署名 製造部 第一課

直接関係は有りません。 訓練者 確認

製造部 第一課

氏 名 印

評価責任者 確認

氏 名 印
1、訓練期間内における職務内容・訓練・資格取得等

社員ＮＯ 入社年月日( H ・ S )
入社後職歴 (  1課 ・ 2課 ・ 3課 ・ 技開 ・ 生技 ・ iso・kps ・ 品管 ・ 総務 ・営業 ・ 製造 )

年 月 日

訓練評価期間 現職場経験年数 現在の職務内容等(簡記)

H 年 月 日

～ 年 月 日

評価訓練期間内の 通信講座

社外ｾﾐﾅｰ・実習・社内OJT 社外セミナー等

資格取得・通信講座 資格取得

現在までの資格取得(番号に
○)

その他追記のこと

1 ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ運転技能 2
床上ｸﾚｰﾝ運転技
能

3 玉掛け技能 4 ﾌﾟﾚｽ機械作業主任 5 公害防止管理者

6
防火管理
者

7
危険物取扱者甲・
乙

8
衛生管理
者

9
ｶﾞｽ溶接技
能

10 ｶﾞｽ溶接作業主任者

11 ｱｰｸ溶接技能 12
消防設備点検資格
者

13 熱管理士 14 一種・二種電気工事士 15 ｼｽｱﾄﾞ初級

16
産業用ﾛﾎﾞ
ｯﾄ

17職長安全衛生教育 18普通救命講習 19
研削砥石取替
え

職務能力評価シート



2、職務遂行のための基本的能力(「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載)
A：常にできている B：70~80%大体できている C：60%以下で努力を要する D：評価しない

能力の項目
自己評価 会社評価

職務遂行のための基準
A B C D A B C D

元気 1 朝の挨拶・日常的な挨拶は、誰にでも、明るく大きな声でしている。

心身の活動の源となる力 2 普段から姿勢が良く、心身共に健康であり、体調不良による遅刻･早退･欠勤がない。

健康 3 日常の会話に活気があり、言葉に覇気がある。

4 気力・知力・体力が充実している。

5 作業動作がキビキビとして、標準作業を上回っている。

6 健康診断で、要注意･要観察･要精検･治療中が無く、全項目が正常である。

やる気 1 仕事を効率的に進められるように、作業の工夫や改善に取り組んでいる。

チャレンジ意欲 2 必要性に気付いたら、人に指摘される前に行動に移している。

進んで物事をなしとげようとする気持ち 3 良いと思った事はどんどん上位者に意見を述べている。

4 未経験の仕事や難しい仕事でも「やらせて欲しい」と自ら申し出ている。

5 新しい仕事に挑戦するため、資格取得や自己啓発等に取組んでいる。

6 自ら高い目標を設定し、その達成に向け日々努力している。

7 「創造と実践の提案」を月に１件は、応募している。

根気 1 一旦引き受けたことは途中で投げ出さずに、最後までやり遂げている。

努力を継続する勇気 2 うまくいかない仕事に対しても、原因をつきとめ、再チャレンジしている。

物事を飽きずに長くやり続ける気力 3 元気･やる気が失せることなく、持続されている。

4 日々生産計画数量達成のため精進している。また、達成し続けている。

5 人が見ていない所でも、小さな事でも当たり前のことを当り前に実行し続けている。

6 通信教育を年２回途切れることなく受講している。

職務能力評価シート１



職務能力評価シート２

3、技能・技術に関する能力
(1) 基本的事項 (「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載)
A：常にできている B：70~80%大体できている C：60%以下で努力を要する D：評価しない

能力の項目
自己評価 会社評価

職務遂行のための基準
A B C D A B C D

ビジネス知識の習得

1
政治経済動向、一般常識などの基本的事項や関係するﾋﾞｼﾞﾈｽ分野の知識
習得に取組んでる。

2 会社の経営理念や社是等の内容を理解し、可能な範囲で実践している。

3 会社の事業内容・組織形態、品質・環境ＩＳＯ取組概要など理解している。

ＰＣの基本操作

1 ワープロソフトを用いて基本的な文書を的確に作成している。

2 表計算ソフトを用いて基本的な作表やグラフ作成を的確に行っている。

3 電子メール・社内LAN活用やインタネット操作情報検索を支障なく行っている。

企業倫理とｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ

1 日常の職務行動において公私の区別をきちんとつけている。

2
業務上知りえた秘密や情報を正当な理由なく他に開示したり盗用したり
しない。

3
担当職務の遂行において従うべき法令上の要請事項を理解し、必ずこれを
守っている。



職務能力評価シート３

(2) 専門的事項 (「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載)
A：常にできている B：70~80%大体できている C：60%以下で努力を要する D：評価しない

能力の項目
自己評価 会社評価

職務遂行のための基準
A B C D A B C D

ショットブラスト作業 1 始業前点検ができる。

2 作業標準書の通りに、作業できる。

3 ショット玉の補充ができる（配合比も考慮）。

4 新規製品に応じた設定ができる。

5 メンテナンスが出来る。

6 表面粗さを理解している。

7 ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽト機の構造を理解し、操作できる。

8 アルミ粉塵に対する危険性を理解し、粉塵の処理ができる。

坩堝炉 1 作業終了時炉に付着した酸化物の除去ができる。

2 脱酸の灰を正しく処理できる。

3 材料に応じた温度設定と看板明示を変更できる。

4 溶解バーナーの清掃ができる。

5 湯の清浄度を保つ為、適宜ノロかきを行える。

6 保守点検ができる。

7 坩堝の交換ができる。

8 自動タイマーの時間設定ができる。

9 パイロットバーナーの交換ができる。

溶解脱酸 1 溶湯温度を確認し適正量のフラックスを入れ、酸化物の除去ができる。

2 材質毎の溶解温度設定ができる。

3 状況を見ながら自ら脱酸灰捨てができる。

4 ｲﾝｺﾞｯﾄとﾘﾀｰﾝ材を適正な配合比で投入できる。

5 溶湯の使用量に合わせてﾀｲﾐﾝｸﾞよく材料溶解できる。



職務能力評価シート４

(3) 管理的事項 (「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載)

A：常にできている B：70~80%大体できている C：60%以下で努力を要する D：評価しない

能力の項目
自己評価 会社評価

職務遂行のための基準
A B C D A B C D

生産管理 1 月度生産計画に基づき、当日のｸﾞﾙｰﾌﾟ内作業目標量を把握している。

2 前日までの生産実績をふまえ、毎日の予定を計画している。

3 当日のグループ全員の出欠状況をつかんでいる。

4 ｸﾞﾙｰﾌﾟ内の人員過不足のあるときは、上司へ相談している。

5 作業員が作業標準通りに仕事できるよう指導している。

6 作業状態に不具合が見受けられた場合は注意、指示をあたえている。

7 現場の巡視･巡回を必ず実施している。

8 巡視･巡回で発見された不具合に対策を講じている。

9 日報は、毎日必ずチェックしている。

10 機械設備･治工具等の能率向上を図り、見直しや改善を行っている。

11 生産方式や作業のやり方で能率向上を図り、見直しや改善を行っている。

12 会議･打合せには、必要な資料を準備し事前検討後、出席している。

13 休暇の際、業務の引継ぎを必ず実施している。



２０１１年度 製造第一課 教育訓練表
＜習熟レベル＞

1 1
1 1

1

1
1

配布：総務部、ＩＳＯ
1
1 1

 氏 名

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ISO環境･品質内部監査員

班長 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ｶﾞｽ溶接

2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
班長 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
ﾘｰﾀﾞｰ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

4 1 1 1 1 1
ﾘｰﾀﾞｰ 1 1 1 1 1

5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
ﾘｰﾀﾞｰ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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＜評価者＞
評価者は職制とする

＜評価方法＞
日常業務で仕事の出来映えをみて、左記の
習熟レベルにて評価する

＜教育訓練の方法＞
日常業務のなかで随時行う

また、外部機関による教育訓練も実施する

＜教育訓練の対象者＞
製造部第一課全員

教育項目

業務内容

基本を習得し、具体的指示のも
とに仕事を遂行する

全般的に技能を習熟し、一般的
指示で仕事を遂行する

自ら計画を立案し、自分自身

又は部下を指導して仕事を遂
行する
(係長、課長ｸﾗｽ)

未習熟

本年度重点教育項目

前年度習熟達成レベル ＜外部講習＞
・ＤＣスクール初級･中級は、東

芝機械社
・ダイカスト保守メンテナンス

は、東洋機械金属社

技術･技能が熟練し、包括的

指示で仕事を遂行する 前年度目標未達､再教育項目

本年度到達目標レベル



総合考課表１



総合考課表２



総合考課表３



人材育成・受講者・費用






